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（下線の引いてある語は両詩に共通であることを示す。）
　もう一度ブレイクの方法論を振り返ってみよう。それぞれの対句のコン
テキストを検討した結果，各々の対句はほとんどが（α1βl　I1II　l　II1）
のコンテキストでまとめられる。それは上段，下段の句が相互に影響し合う
ことによって，相補う形でそれらを獲得しているのである。それ故にこそ
それぞれの対句が豊かなイメージ，多様な観念を合わせ持つといった稀な
詩的空間が創造できているのだと言えるだろう。
　また彼の詩に出てくる生物は大きく三つのカテゴリーに分かれる。結局
カテゴリーとはグループ単位の差異の謂である。〈鳥類〉は「大気」という
空問を飛ぶことを前提にしている，そして＜獣類〉は「地」という空間を
走ったり，這ったりすることを前提としている。また＜昆虫類〉は「大気」
を飛ぶ種もあれば，「地」に留まっている種もある。しかし＜鳥類〉や〈獣
類〉と違う点はヨその形態も断然小型であるし，活動範囲も狭いし，運動
’1生もイ氏い。
　しかしこれらの生物すべてが詩人の精神世界の中に存在するイメージな
のである。すなわちその生物界は彼の頭の中の内的自然界と相同関係にあ
る。この大きな三つの区分けは詩人の精神作用の現象の三区分と言える。
「大気」とは＜Imocence〉の空間であり，「地」は＜Experience〉の空間
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である。それ故飛んでいる＜鳥類〉は＜ImoC㎝Ce〉の世界にいることにな
り，テキスト中の「籠の駒鳥」，「鳩でいっぱいの鳩小屋」，「羽の傷ついた
雲雀」，「羽を切られた軍鶏」などは飛べない〈鳥類＞で＜Experience〉の
世界に留まりながらも強く〈ImoCenCe〉を指向する精神作用を示してい
る。
　〈獣類〉は当初から〈Experience〉の住んでいる。それ故傷つくことが
多い精神作用であるかもしれない。そしてテキストの第1王～12行のように
＜Inmce篶ce〉の究極の世界である＜Heaven〉（無我の世界）や第19～20行
のように〈Experience〉の究極の世界＜Hell〉（情欲の世界）に向かって，
あてもなく大きな鳴き声を出してその二つの世界のどちらかを希求すると
いった，振幅の大きい精神作用でもある。
　〈昆虫類〉はいわゆる中途半端な精神作用である。く鳥類〉のように強い
指向性があるわけでもなく吉＜獣類〉のように激しい振幅運動性があるわけ
でもない。何かしら鈍く，ある一点に集中したような，その上持続的であ
るような精神作用である。つまりその精神作用の総エネルギー量が他の二
つに比べて小さく，振幅も＜Imoce㏄e＞と＜Experi㎝ce〉の両方向の問を
軽く揺れるだけなのである。
　以上のように，大きな三つの精神作用のカテゴリーが生物界の三つのカ
テゴリーと相同関係にあるという仮説が立てられる。
　その仮説をさらに敷術して，生物界のそれぞれのカテゴリーの要素であ
るひとつひとつの種どうしの関係においても，例えば「馬」と「虎」の対
比といったように，その形態，運動性などが違っており，やはりそこにも
差異が存在するのである。差異が存在すれば関係性も生まれる。そしても
ちろんそれらと相同関係にある精神作用についても同じことが言えるので
ある。精神世界は自然界と同様途方もなく多様なのである。
　カテゴリー間の差異と関係性，さらに各々のカテゴリー中の種どうしの
差異と関係性，あくまで相対的に要素間の連鎖は進む。このように「生物」
と「精神」には幾重にもわたって差異と関係性が存在しているのである。
ブレイクと瀧口修造の詩における一見奇を街ったかのような生物の名辞の
頻発は詩人の精神世界の多様性の再現には必要不可欠な方法論であったの
だという結論を以ってこの論考を締めくくりたい。
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【註〕
（1）G．ベイトソン『精神と自然』佐藤良明訳　思索社p．129，昭和60年
　適宣Gregory　Bateson：〃〃”〃M肋？，A　Bantam　Book，1980を参照
（2）由良君美「精神の冒険者」『現代思想特集ベイトソン』　青土社pp．
　66－68，昭和59年，によると，有名な遺伝学者ウィリアム。ベイトソンと息子
　のグレゴリーは父子二代にわたるブレイク狂であったそうで，彼の版画の貴重
　なコレクションも所持していたとのことである。
（3）同上　p．24
（4）同上　p．215
（5）テキストは，Mary　Lym1Johnson　and　John　E，Grant　ed．：捌α加も月oθ妙
　α〃Dθs伽∫，Norton，1979pp209－212を使用。数字は行数。
（6）テキストは，「地球創造説」『瀧口修造の詩的実験1927～1937』思潮社，昭
　和46年，を使用。
（7）同上　p．179
18）同上　p．20
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